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初
冬
の
那
須
烏
山
路
を
走
る「
第
６

回
那
須
烏
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が
、12

月
５
日
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
発
着

点
に
し
て
行
わ
れ
、県
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
愛
好
者
や
親
子
ラ
ン
ナ
ー
が
、

力
強
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ
の

大
会
。今
年
は
昨
年
よ
り
約
400
人
増
え

１
４
４
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。会
場

に
は
朝
早
く
か
ら
多
く
の
参
加
者
や

そ
の
家
族
が
来
場
し
、準
備
運
動
な
ど

で
体
を
温
め
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
の
山
田
廣
明
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
。続
い
て
、大
谷
範
雄
市
長
が
参

加
者
へ
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、式
中
、岩
手
県
や
沖
縄
県
な
ど

遠
方
か
ら
参
加
し
た
22
人
に
、特
別
賞

の「
は
る
ば
る
来
た
で
賞
」が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

遠
方
か
ら
参
加
し
た
2
人
に
特

の「
は
る
ば
る
来
た
で
賞
」が
贈

ま
し
た
。

第６回

北は岩手、南は沖縄から参加
1448人が那須烏山路を駆け抜ける

ハーフのランナーがスタート。ハーフのランナーがスタート。ハーフのランナーがスタート。

元気にスタートするウォーキングコース参加者。元気にスタートするウォーキングコース参加者。

3Km全コースのスタート。3Km全コースのスタート。

親子マラソン全コースのスタート。親子マラソン全コースのスタート。

元気にスタートするウォーキングコース参加者。

3Km全コースのスタート。

親子マラソン全コースのスタート。

いかんべ流れ太鼓がランナーを応援。 スタート前、元気いっぱいのランナー。

沖縄県西表島から参加の渡部敦さん（右側）。沖縄県西表島から参加の渡部敦さん（右側）。沖縄県西表島から参加の渡部敦さん（右側）。
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2km親子（小学3.4年生）
大会新記録で1位の遠藤さん親子。

曲田の坂道を駆け上がるランナー
（5km付近）。

会場では豚汁の配布も。会場では豚汁の配布も。会場では豚汁の配布も。

給水所で水分補給（6km付近）。

後続ランナーとすれ違うトップラ
ンナー（12km付近）。

大里の踏み切りで立ち往生する
ランナー（16km付近）。

次々とゴールするランナー。

2km親子（～小学2年生）
1位の早瀬さん親子。

3km男子全般1位の堀江さん。

　

大
会
は
、２
キ
ロ
㍍
、３
キ
ロ
㍍
、５

キ
ロ
㍍
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
５
コ
ー
ス
17
ク
ラ
ス
に
、３

歳
か
ら
83
歳
ま
で
が
参
加
。

　

２
キ
ロ
㍍
コ
ー
ス
の
親
子
ク
ラ
ス

で
は
、ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
が

次
々
に
通
り
過
ぎ
る
な
か
、最
後
尾
で

小
さ
な
幼
児
の
手
を
と
り
、少
し
ず
つ

歩
み
を
進
め
る
親
子
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
コ
ー
ス
で
は
440
人
の
参
加

が
あ
り
、沿
道
か
ら
の
応
援
に
手
を

振
っ
て
答
え
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、参
加
者
が
市

体
育
指
導
委
員
と
一
緒
に
元
気
な
足

取
り
で
5.5
キ
ロ
㍍
を
歩
き
、那
須
烏
山

市
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
選
手
に
は
、市
婦
人
会

と
興
野
農
産
物
直
売
所
に
よ
る
豚
汁

が
無
料
配
布
さ
れ
、み
ん
な
ア
ツ
ア
ツ

の
豚
汁
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
内
で
は
市
観
光
協
会
や

あ
す
な
ろ
パ
ン
工
房
な
ど
に
よ
る
物

産
展
が
開
催
さ
れ
、大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

生）
藤さん親子

2km親子（～小学2年生）
1位の早瀬さん親子

3km男子全般1位の堀江さん。

３
キ
ロ
㍍
、５

ソ
ン
、ウ
ォ
ー

ク
ラ
ス
に
、３

加
。親子

ク
ラ
ス

選
手
た
ち
が

か
、最
後
尾
で

り
、少
し
ず
つ

姿
が
見
ら
れ

440
人
の
参
加

応
援
に
手
を

ン
ナ
ー
の
姿

参
加
者
が
市

に
元
気
な
足

き
、那
須
烏
山会汁

小学2年生） 3km男子全般

スがでつれ加を姿市足山

2km親子（小学3 4年生

ナー

生） 2km親子（～小子（小学3 4年生生） 2km親子（ 小

会場では豚汁の配布も。

部門別上位入賞者（敬称略）
■2㌔コース
【小学5･6年男子】①近藤雄太（福島県）＊大会新 ②斎藤史也（鴻野山）＊大会新 
③石田渓介（さくら市）
【小学5･6年女子】①福元唯美（茨城県）＊大会新 ②高津戸玲菜（茂木町） 
③福田華耶乃（宇都宮市）
【親子(幼児～小学2年)】①早瀬好人・乃亜（小山市） ②石川晋・救（日光市） 
③谷端秀晃・良鷹（真岡市）
【親子(小学3～4年)】①遠藤忍・飛翔（福島県）＊大会新 ②佐藤秀光・優樹（宇都宮市）
＊大会新 ③松山崇之・和希（大田原市）＊大会新
■3㌔コース
【中学生女子】①鈴木晴瑛（宇都宮市） ②岩井美月（大田原市） ③高橋聖奈（茨城県）
【一般女子】①薄井里枝（那珂川町） ②福田舞子（宇都宮市） ③大森沙織（小倉）
【男子全般】①堀江裕也（茨城県） ②高野竣也（下川井） ③菊池康太（さくら市）
■5㌔コース
【中学生男子】①近藤雄一郎（福島県） ②萱場昂（神奈川県） ③高田敦哉（曲畑）
【男子39歳以下】①伊藤浩嗣（鹿沼市）＊大会新 ②山家翔（大田原市） ③猪之詰顕（宇
都宮市）
【男子40歳以上】①鈴木竹男（宇都宮市）＊大会新 ②大久保茂（益子町）＊大会新 
③松永悟（茨城県）
【女子39歳以下】①木村世奈（茨城県）＊大会新 ②亀田良子（大田原市） ③麦倉宏美
（宇都宮市）
【女子40歳以上】①佐藤文江（宇都宮市）＊大会新 ②小松原美貴（南1丁目） 
③加藤絹子（那須塩原市）
■ハーフマラソン
【一般女子18歳以上】①佐藤璃穂（那珂川町）＊大会新 ②田中佳子（東京都） 
③八木景子（茨城県）
【一般男子16～39歳】①松村紀幸（宇都宮市）＊大会新 ②小山強志（矢板市）＊大会
新 ③樋口祥平（下野市）
【一般男子40～49歳】①立花則夫（愛知県）＊大会新 ②高坂治彦（福島県）＊大会新
③金子弘忠（神奈川県）＊大会新
【一般男子50歳以上】①渡邊良勝（宇都宮市） ②北野光昭（茨城県） ③井坂光利（茨
城県）
■ウォーキングは記録なし。
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12
月
１
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
、市

役
所
南
那
須
庁
舎
隣
公
園
で
点
灯
さ

れ
た
み
な
み
な
す
タ
ウ
ン
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン（
那
須
烏
山
市
観
光
協
会
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
主
催
）は
、総
数

25
万
個
の
電
球
で
飾
ら
れ
た
ア
ー
チ
、

小
人
の
音
楽
隊
や
か
わ
い
い
森
の
動

物
た
ち
、白
亜
の
お
城
、ド
ー
ム
、花
畑

な
ど
が
鮮
や
か
に
光
り
輝
き
、冬
の
夜

空
を
彩
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

幻
想
的
、そ
し
て
美
し
い
光
の
世
界
を

演
出
し
ま
し
た
。例
年
に
も
増
し
て
、

タ
ウ
ン
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
連
日

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
好
評
を

博
し
ま
し
た
。
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12
月
１
日
、市
役
所
南
那
須
庁
舎
正

面
玄
関
前
で
開
催
さ
れ
た
点
灯
式
に

は
、大
谷
範
雄
市
長
を
は
じ
め
滝
田
志

孝
市
議
会
議
長
、三
森
文
徳
県
議
会
議

員
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
参
列
す
る

な
か
、市
観
光
協
会
長
で
同
実
行
委
員

会
の
福
田
弘
平
委
員
長
が「
中
学
生
と

高
校
生
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
感

謝
し
ま
す
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

12
月
12
日
か
ら
１
月
９
日
ま
で
、Ｊ

Ｒ
烏
山
駅
前
駐
輪
場
西
側
の
壁
を
利

用
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を

展
示
す
る「
ひ
か
っ
ぺ
ー（
ひ
か
り
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
）」が
開
催
さ
れ
、多
く
の
市
民

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、駅
周
辺
を
に
ぎ
わ
い
の
あ

　

南
栄
商
店
街（
樋
山
隆
会
長
）で

は
11
月
７
日
か
ら
、国
道
294
号

線
の
妙
光
寺
前
か
ら
北
方
面
に

向
け
て
通
り
沿
い
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
点
灯
し
、道
行
人
た

ち
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
６
年
前
か
ら
、歩
行

者
へ
の
安
全
と
幻
想
的
な
光
の

演
出
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、同
商
店
街
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今
年

は
45
基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、通
り
沿
い
の
家
庭
も

参
加
し
、こ
の
時
期
に
は
欠
か
せ
な

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

点
灯
式

南
大
通
り
で

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

で
社
会
を
明
る
く
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
。そ
の
後
、福
田
委
員
長
と
来
賓
４

人
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
一
斉

に
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
る
と
、参
加

者
の
前
に
は
美
し
く
鮮
や
か
な
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た
世
界
が

現
れ
、大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。

　

点
灯
さ
れ
た
会
場
で
は
、カ
メ
ラ
を

構
え
る
姿
や
一
つ
ひ
と
つ
展
示
物
を

眺
め
る
姿
が
見
ら
れ
、来
場
者
は
思
い

思
い
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

通りを明るく照らす作品。

歩道を照らすイルミネーション。歩道を照らすイルミネーション。歩道を照らすイルミネーション。

光
の
芸
術

街
角
を
温
か
な
光
で
灯
し
て…

る
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
す

る
ひ
か
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
事
業
実

行
委
員
会（
山
本
盛
宗
会
長
）が
実
施
し
た

も
の
。

　

12
月
12
日
に
は
、14
点
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
作
品
が
会
場
に
持
ち
込

ま
れ
、参
加
者
と
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
設
置
し

て
い
き
ま
し
た
。作
品
を
点
灯
す
る
と

美
し
い
光
が
放
た
れ
、「
オ
ー
ッ
！
」と

い
う
歓
声
と
と
も
に
会
場
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

樋
山
会
長
は「
地
域
の
人
の
協

力
で
毎
年
実
施
で
き
て
い
ま
す
。

温
か
さ
と
人
の
ぬ
く
も
り
感
じ
さ

せ
る
通
り
に
し
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

夢のある作品も（左）／
JR烏山駅舎もライトアップ（下）。
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○
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も
１
億
２
９
６
７
万
２
千
円

を
増
額
し
て
128
億
２
２
３
８
万
５
千
円
と
し

ま
し
た
。主
な
内
容
は
、職
員
等
の
給
与
改
定

に
伴
う
減
額
及
び
、職
員
の
早
期
退
職
に
伴

う
退
職
手
当
組
合
負
担
金
な
ど
の
人
件
費
の

増
額
補
正
や
市
制
５
周
年
記
念
式
典
開
催
に

伴
う
費
用
、や
ま
び
こ
の
湯
の
鑑
定
評
価
業

務
委
託
料
、道
路
反
射
鏡
修
繕
料
、地
域
福
祉

基
金
へ
の
積
立
、平
成
21
年
度
私
立
保
育
所

運
営
費
補
助
金
償
還
金
、地
域
子
育
て
創
生

事
業
費
、公
募
提
案
型
雇
用
創
出
事
業
、県
単

独
土
地
改
良
事
業
費
、市
単
独
林
道
整
備
事

業
、道
の
駅
基
本
構
想
に
関
す
る
委
託
料
、富

士
見
台
工
業
団
地
線
等
整
備
工
事
費
、消
防

車
輌
に
か
か
る
配
備
諸
費
、幼
稚
園
バ
ス
更

新
、南
那
須
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
整

○
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
を
151
万
円
増

額
し
、33
億
８
２
６
０
万
円
と
し
ま
し
た
。内

容
は
、人
事
異
動
に
伴
う
職
員
人
件
費
の
精

査
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
施
設
勘
定
は
七
合
診
療

所
の
医
薬
材
料
費
の
不
足
に
伴
い
700
万
円
増

額
し
９
６
８
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

熊
田
診
療
所
は
、149
万
１
千
円
を
増
額
し
、

第８回市議会

　

平
成
22
年
第
８
回
那
須
烏
山
市
議
会
定
例
会
が
、11
月
30
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
10
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
、平
成
22
年
度
補
正
予
算
や
那
須
烏
山
市
表
彰
条
例
の
制
定
、市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
、廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
13
議
案
と
決
議
１
件
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、陳
情
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　

な
お
、一
般
質
問
の
内
容
な
ど
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局（
☎
０
２
８
７―

88―

７
１
１
４
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
会
計
の
予
算
を
補
正

平
成
22
年
度
補
正
予
算
内
容 平

成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
13
議
案
を
可
決

那
須
烏
山
市
表
彰
条
例
を
制
定

５
３
０
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。内
容
は
、

職
員
人
件
費
の
精
査
並
び
に
駐
車
場
舗
装
修

繕
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、１
２
７
８
万
９
千

円
増
額
し
、３
億
１
８
７
８
万
９
千
円
と
し

ま
し
た
。主
な
内
容
は
、後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
、一
般
会
計
繰
入
金
の
精
査

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
は
、１
６
４
１
万
１
千
円
を
増

額
し
、22
億
603
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。主
な

内
容
は
提
訴
に
要
す
る
経
費
、介
護
給
付
費

の
補
正
、地
域
支
援
事
業
の
財
源
振
替
で
す
。

○
企
業
会
計

　

水
道
事
業
は
、収
益
的
支
出
を
水
道
管
漏

水
修
繕
費
な
ど
に
よ
り
営
業
費
用
を
410
万
円

増
額
し
５
億
４
４
６
８
万
７
千
円
と
し
、資

本
的
支
出
は
、送
水
ポ
ン
プ
場
用
地
所
得
の

た
め
に
810
万
９
千
円
増
額
し
、４
億
６
２
２

５
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

備
費
、南
那
須
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕

費
、農
業
施
設
災
害
復
旧
費
な
ど
で
す
。

条
例
の
制
定

　

市
政
の
確
立
及
び
発
展
、市
民
福
祉
の
増

進
等
に
寄
与
し
、又
は
広
く
市
民
の
模
範
と

な
る
行
為
が
あ
っ
た
者
を
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
、市
の
自
治
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正

　

職
員
の
失
職
の
特
例
規
定
を
設
け
る
た
め

「
那
須
烏
山
市
職
員
の
分
限
の
手
続
及
び
効

果
に
関
す
る
条
例
」の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、国

家
公
務
員
の
月
例
給
や
期
末
手
当
・
勤
務
手

当
て
の
支
給
割
合
の
改
正
に
伴
い
、「
那
須
烏

山
市
職
員
給
与
条
例
等
」の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。
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栃
木
県
最
低
賃
金
は
、平
成
22
年
10

月
７
日
か
ら
１
時
間
697
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

烏
山
幼
稚
園
を
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

つ
く
し
幼
稚
園
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
那
須
烏
山
市
立
学
校
設
置
条
例
」の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
で
施
行

し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業（
し
尿
取
扱
業
）

の
許
可
及
び
し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
に

関
す
る
事
務
を
市
で
実
施
す
る
こ
と
に
伴

い
、「
那
須
烏
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
」の
一
部
改
正
と
、「
南
那
須

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
程
」の
変
更
を

し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
決
事
項

　

老
人
保
健
施
設
に
係
る
介
護
報
酬
の
返
還

を
求
め
る「
訴
え
の
提
訴
に
つ
い
て
」を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
案
の「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る

決
議
に
つ
い
て
」は
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

陳
情
・
意
見
書

　

市
議
会
議
長
あ
て
提
出
さ
れ
た
陳
情「
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）参

加
断
固
阻
止
に
関
す
る
陳
情
書
」と「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
断
固
反
対
に
関
す
る
陳
情
」を
採

択
し
、国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

栃
木
県
内
の
６
つ
の
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
は
平
成
22
年
12
月
31
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、栃
木
県
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
２
８―

６
３
４―

９
１
０
９
）又
は
、最
寄
の
労

働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃
金
！

　
　
　
　
　

使
用
者
も
、労
働
者
も

１. 地域別最低賃金
　　（産業別最低賃金が適用されないすべての労働者に適用されます。）

２. 特定（産業別）最低賃金
　　（18歳未満又は65歳以上の労働者は栃木県最低賃金が適用されます。）

最低賃金の件名 時間額 効力発生日

栃木県最低賃金 697円 平成22年10月7日

最低賃金の件名 時間額 効力発生日

各種商品小売業最低賃金 755円

自動車・同附属品製造業最低賃金 793円

はん用機械器具、生産用機械器具
業務用機械器具製造業最低賃金 789円

電子部品・デバイス・電子回路、電
気機械器具、情報通信機械器具製
造業最低賃金

789円

計量器・測定器・分析機器・試験機
器・測量器械器具製造業、 医療用
品製造業、 光学器械器具・レンズ
製造業、医療用計測機器製造業、
時計・同部分品製造業最低賃金

789円

塗料製造業最低賃金 846円

平成22年12月31日
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入所者の相談を受ける人権擁護委員。入所者の相談を受ける人権擁護委員。

上から、遊戯「ヤッターマン」つばめ組
 　　　 遊戯「なんてったってアイドル」はと組（女児）
　　　 遊戯「アイドルみたいに歌わせて」はと組（女児）
　　　 遊戯「ＳＨＡＫＥ」はと組（男児）

上から、手話歌「いぬのおまわりさん」さくら組
　　　 劇「赤ずきんちゃん」さくら組
　　　 遊戯「日本松少年隊」さくら組（男児）
　　　 遊戯「梅のお花が咲いた」さくら組（女児）

　

12
月
４
日
に
烏
山
公
民
館
で
行
わ
れ
た

烏
山
幼
稚
園
の
発
表
会
。園
児
た
ち
は
、歌

や
遊
戯
、合
奏
な
ど
８
種
目
を
披
露
し
ま

し
た
。「
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」や「
な
ん
て
っ

た
っ
て
ア
イ
ド
ル
」な
ど
に
取
り
組
む
か

わ
い
い
園
児
た
ち
に
、多
く
の
カ
メ
ラ
や

ビ
デ
オ
が
む
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
後
は
、岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
と

黒
須
千
鶴
さ
ん
を
招
い
て「
烏
山
幼
稚
園

閉
園
記
念
き
ら
き
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開

か
れ
、園
児
を
交
え
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

◇

　

境
保
育
園
で
も
、最
後
の
発
表
会
を
12

月
11
日
に
開
催
。こ
の
日
は
、２
部
で
構
成

さ
れ
、第
１
部
で
は
全
園
児
に
よ
る
手
話

「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」や
英
語
で
の
合

唱「
ハ
ロ
ー
ソ
ン
グ
」な
ど
８
種
目
を
披
露
。

や
や
緊
張
し
な
が
ら
も
大
き
な
声
で
発
表

し
た
り
す
る
園
児
の
姿
に
、会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
第
２
部
で
は
、園
児
の
家
族
が
家

族
ご
と
に
歌
や
手
品
、合
奏
な
ど
を
披
露
。

練
習
の
成
果
を
披
露
し
、笑
顔
が
絶
え
な

い
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
と
保
育
園
で

生
活
発
表
会

園
児
た
ち
が
歌
や
劇
な
ど
を
披
露

烏山幼稚園境保育園

烏山幼稚園閉園記念きらきらコンサート。
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上から、遊戯「おしりふりふり」ひよこ・ぺんぎん組
　　　 遊戯「世界中が宝物」こあら組
　　　 遊戯「あしたてんきになあれ」りす組
　　　 遊戯「おおかみと七ひきのこやぎ」きりん組

上から、合奏「ミッキーマウスマーチ」さくら組
　　　　劇「おひさまぱん　ころりん」うさぎ組
　　　 手遊び「とんとんとんとんアンパンマン」ひよこ・りす組
　　　　劇「おむすびころりん」もも組

上から、はじまりのうた「てをたたきましょう」年少全園児
　　　遊戯「みならいウィッチーズ」すみれ組（女児）
　　　劇「おりがみのくに」ばら組
　　　遊戯「勇気100％」年長男児

華やか衣装での記念撮影。華やか衣装での記念撮影。

◇

　

す
く
す
く
保
育
園
で
は
、12
月
11
日
に

発
表
会
を
開
催
。「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
」の
楽
器
演
奏
や
劇「
お
お
か

み
と
七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」な
ど
15
種
目
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
が
見
つ
め
る
な
か
、か
わ
い
い

衣
装
を
着
飾
っ
た
園
児
た
ち
の
一
生
懸
命

に
頑
張
る
姿
に
、会
場
に
訪
れ
た
多
く
の

保
護
者
や
家
族
な
ど
か
ら
、温
か
い
拍
手

が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。◇

　

七
合
保
育
園
で
12
月
11
日
に
行
わ
れ
た

生
活
発
表
会
。多
く
の
保
護
者
が
見
守
る

中
、様
々
な
衣
装
を
身
に
つ
け
た
園
児
た

ち
が
次
々
と
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。園
児
た

ち
は
合
奏「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」や
遊

戯「
忍
者
コ
ム
ラ
サ
キ
く
ん
」な
ど
17
種
目

を
披
露
し
ま
し
た
。最
後
は「
ク
リ
ス
マ
ス

の
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
」の
歌
を
全
園

児
で
合
唱
。一
生
懸
命
に
歌
う
園
児
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

◇

　

つ
く
し
幼
稚
園
の
発
表
会
は
、12
月
17

日
に
開
催
。園
児
た
ち
は
年
少
・
年
中
・
年

長
組
の
順
に
入
れ
替
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
歌
や
劇
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

歌
や
遊
戯
を
披
露
す
る
園
児
た
ち
は
、

始
め
は
緊
張
気
味
で
し
た
が
、次
第
に
は

し
ゃ
い
だ
り
、保
護
者
に
笑
顔
で
手
を
振

る
姿
な
ど
様
々
な
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

保
護
者
は
、そ
の
か
わ
い
い
動
き
を
ビ
デ

オ
や
カ
メ
ラ
に
熱
心
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

すくすく保育園七合保育園つくし幼稚園
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「
年
末
の
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
運
動
」が
ス

タ
ー
ト
す
る
前
日
の
12
月
10
日
、山
中
入
口
交

差
点
で
、特
別
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
、那
須
烏

山
市
役
所
や
那
須
烏
山
警
察
署
、交
通
安
全

協
会
、安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
な
ど
約
40

人
が
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
安
全
運
転
や
飲

酒
運
転
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、20
日
を「
高
齢
者
か
ら
交
通
事
故
を

守
る
日
」と
し
て
、市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
交
通
安

全
母
の
会
な
ど
に
よ
り
、買
い
物
客
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
中
は
、各
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、各
自

治
会
な
ど
に
よ
る
早
朝
街
頭
指
導
や
、消
防

団
に
よ
る
夜
間
街
頭
啓
発
活
動
も
行
わ
れ
、

地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
交
通
安
全
や
飲
酒

運
転
の
撲
滅
を
訴
え
ま
し
た
。

　

烏
山
警
察
署
と
市
防
犯
協
会
で
は
、

年
末
年
始
特
別
警
戒
・
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
に
あ
わ
せ
て
、12
月
10

日
、市
内
を
夜
間
巡
視
す
る
防
犯
・
防
火

診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
末
に
多
発
す
る
犯
罪
や
火
災
を
未

然
に
防
ご
う
と
、警
察
・
消
防
関
係
者
や

自
治
会
長
な
ど
約
130
人
が
26
班
に
分
か

れ
て
金
融
機
関
や
住
宅
地
な
ど
の
夜
回

り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、外
食

や
お
餅
な
ど
食
事
の
内
容
や
量
が
変
わ

り
、体
重
増
加
だ
け
で
な
く
胃
腸
の
ト

ラ
ブ
ル（
胃
痛
・
胸
や
け
・
下
痢
・
便
秘
等
）も
招

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

胃
は
、食
べ
過
ぎ
る
と
極
端
に
引
き

伸
ば
さ
れ
て
胃
壁
の
筋
力
が
低
下
し
、

消
化
の
働
き
が
弱
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

胃
酸
が
大
量
に
分
泌
さ
れ
、粘
膜
を
荒

ら
し
ま
す
。塩
辛
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食

べ
る
と
胃
の
粘
膜
の
水
分
が
吸
い
出
さ

れ
て
粘
膜
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
。（
胃

が
ん
発
症
は
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
関
係
が
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
）

　

胃
腸
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
き
に
は

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、消
化
の

良
い
も
の
を
少
し
ず
つ
摂
り
ま
し
ょ
う
。

【
消
化
の
良
い
食
品
】

　

お
か
ゆ
、う
ど
ん
、豆
腐
、り
ん
ご
、柔

ら
か
く
煮
た
野
菜
、白
身
魚
等

【
控
え
た
方
が
よ
い
食
品
】

　

脂
肪
の
多
い
肉
、塩
分
・
糖
分
の
多
い

食
品
、サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
繊
維
の
多
い
芋

や
野
菜
、香
辛
料
、貝
類
、ア
ル
コ
ー
ル・

コ
ー
ヒ
ー
等
の
嗜
好
品

　

12
月
11
日
、那
須
烏
山
警
察
署
で
、

「
地
域
安
全
・
交
通
安
全
・
防
火
祈
願
餅

つ
き
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
餅
つ
き
を
と
お
し
て
、防
犯
意

識
の
高
揚
と
地
域
の
連
帯
を
強
め
よ
う

と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、地
域
の
住
民
や
警
察
署

員
、烏
山
消
防
署
の
署
員
な
ど
関
係
者

約
150
人
が
集
り
ま
し
た
。会
場
で
は
あ

ん
こ
や
黄
な
粉
を
ま
ぶ
し
た
餅
や
手
打

ち
そ
ば
、鮎
の
塩
焼
き
等
を
お
い
し
そ
う

に
ほ
お
ば
る
家
族
連
れ
の
姿
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

年
末
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

夜
廻
り
で
安
全
安
心
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　

防
犯
・
防
火
診
断

那
須
烏
山
警
察
署
で

金融機関の前で点検する関係者。金融機関の前で点検する関係者。
安全安心を祈願して。安全安心を祈願して。子どもたちも餅つきに参加。子どもたちも餅つきに参加。

金融機関の前で点検する関係者。
安全安心を祈願して。子どもたちも餅つきに参加。

高齢者を中心に呼びかけ。高齢者を中心に呼びかけ。

先頭に立ってチラシを配布する大谷市長。先頭に立ってチラシを配布する大谷市長。

高齢者を中心に呼びかけ。

先頭に立ってチラシを配布する大谷市長。

第6回第6回

食
育
プ
チ
情
報

「
謹
賀
新
年

 

胃
腸
は
お
元
気
で
す
か
？
」



11

《知識編》インフルエンザとは

《予防編》うつらない・うつさない

《受診と療養編》「かかったかな ?」と思ったら

《ワクチン接種》重症化の防止！

一人ひとりができるインフルエンザ対策について一人ひとりができるインフルエンザ対策について一人ひとりができるインフルエンザ対策について

　症状は、突然の発熱、のどの痛み、せき等の呼吸器症状のほか、頭痛、関節痛、倦怠感などの全身症状が見ら
れます。ほとんどの人が軽症のままで回復しており、またタミフルなどの抗インフルエンザ薬による治療も有効
とされています。
　持病のある方、妊婦、乳幼児、高齢者は、重症化の恐れがあり、早めの受診が必要です。症状が出た場合の対
応について、事前にかかりつけ医に相談しておきましょう。 
　インフルエンザは、咳やくしゃみ、会話などで飛び散ったウイルスを吸い込んで感染する場合（飛沫感染）が
ほとんどですが、ウイルスがついた手で目・鼻・口などを触れて感染する場合（接触感染）もあります。感染し
てから症状がでるまでは概ね１日～７日（多くは３～４日目まで）であり、発症した場合、症状の出る前日から
感染力があります。

　インフルエンザワクチンの接種は、健康被害の低減（重症化防止）に有効であ
るとされています。今回の新型インフルエンザワクチンは、従来からある季節性
インフルエンザ（香港型、Ｂ型）及び新型インフルエンザの混合ワクチンであり、
平成22年10月１日より接種が開始されております。ワクチンの接種ができる医
療機関（受託医療機関）については、市健康福祉課または県ホームページで確認
できます。接種を希望される方は、受託医療機関に直接相談してください。

　インフルエンザにかからないためには、手洗い、うがいを励行してく
ださい。またなるべく人混みをさけ、不要不急の外出は控えてください。 
あわせて、ふだんから十分な栄養と休養を取り、日頃から体調管理にも
努めてください。 
　せきエチケットは他の人がインフルエンザに感染する機会を低減させ
ます。咳、くしゃみがでるときは、マスクを着けましょう。マスクがな
いときは、他の人から顔をそむけ、ティッシュで口や鼻をおおう。使っ
たティッシュはすぐに、ごみ箱に捨ててください。

　あらかじめ、かかりつけの（身近な）医療機関の診療時間や受診方法などを確認しておくと安心です。また、
受診に際しては、必ずマスクを着用ください。診察の結果、インフルエンザと診断された場合は、自宅療養に努
めてください。周囲の方を感染から守るために、熱が下がってから２日程度、症状が始まった日の翌日から7日
目までは、外出をひかえてください。ただし、この期間を過ぎても、咳、のどの痛み、鼻水・鼻づまりなどの症
状が続いている間はできるだけ外出しないでください。

那須烏山市健康福祉課  ☎ ０２８７－８８－７１１５　　
県北健康福祉センター  ☎ ０２８７－２２－２６７９
栃木県健康増進課　　  ☎ ０２８－６２３－３０８９

インフルエンザ
相談窓口について

（前月20日までの入札結果、単位は千円、250万円以上）

公営住宅等長寿命化計画策定業務委託

市内遺跡出土品整理活用事業業務委託

全域

大金240

玉野総合コンサルタント㈱

中央航業㈱

2,730

7,297

12/14～3/10

12/14～3/31

入札等に関するお問い合わせは、総務課管財係☎0287-83-1111まで。
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◇「広報那須烏山」では、みなさん
からの楽しい話題を募集していま
す。地域の行事や変わった出来事
などをお知らせください。もちろん、
可能な限り取材にうかがいます。

総合政策課広報統計係
☎0287-83-1112

　

12
月
17
日
、烏
山
小
学
校
で
租
税
教

室
が
開
か
れ
、６
年
生
110
人
が
税
の
目
的

や
役
割
に
つい
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、市
や
氏
家
税
務
署
が
市

内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、税
の
大
切

さ
を
知
って
も
ら
お
う
と
毎
年
こ
の
時
期

に
開
い
て
い
る
も
の
で
、こ
の
日
は
、市
の

税
務
課
職
員
が
同
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
、資
料
を
基
に
説
明

を
受
け
た
後
、税
金
に
関
す
る
３
択
ク
イ

ズ
な
ど
に
挑
戦
し
た
り
、ビ
デ
オ
を
利
用

し
た
説
明
を
受
け
た
り
と
、楽
し
み
な
が

ら
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か
ら
は
次
々
と
質
問
が
あ

り
、税
金
の
授
業
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、市
国
際
交
流
協
会（
鈴
木

邦
雄
会
長
）は
、市
内
に
在
住
す
る
外
国

人
と
市
民
が
互
い
の
文
化
を
理
解
し

合
い
、祖
国
を
離
れ
た
外
国
人
に
ク
リ

ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と「
第

５
回
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会
」を
凮
月

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、鈴
木
会
長
が

「
今
日
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。私
も
楽
し
み
ま
す
。み

な
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
外
国
の
方
と
交

流
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」と
英
語
を

交
え
て
あ
い
さ
つ
。中
国
や
ア
メ
リ

カ
、カ
ナ
ダ
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、メ

キ
シ
コ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら
来
た

　烏山ロータリークラブ（萩原紀夫会長）か
ら、幼児向けの絵本６冊が市へ寄贈され
ました。
　これは、同クラブの設立50周年を記念
して寄贈されたもので、市では、多くの市
民に活用していただくために絵本を南那
須図書館に配置しましたのでご利用くだ
さい。
　萩原会長は「50周年の節目に寄贈でき
たことはうれしい。今後も継続したい」と
話してくれました。
　12月18日には、同図書館で寄贈された
絵本によるおはなし会が開かれ、子ども
たちは楽しい時間を過ごしていました。

税の質問に手をあげて答える児童。

外国語指導補助員による歌の披露。中国青海省酪農研修生による歌の披露。

烏
山
小
学
校
で
租
税
教
室

　
　
　

 

税
の
大
切
さ
を
学
ぶ

那
須
烏
山
市
国
際
交
流
協
会

 

第
５
回 

烏山ロータリークラブが
　　　　　　　   絵本を寄贈

外
国
人
19
人
と
国
際
交
流
協
会
員
、市

民
116
人
が
参
加
し
、会
場
は
さ
ま
ざ

ま
な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、外
国
語
指
導
補

助
教
員
５
人
に
よ
る
合
唱
や
、フ
ラ
レ

ア
ス
タ
ジ
オ
大
金
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
、ち
び
っ
こ
フ
ラ
ダ
ン
ス
、中
国
青

海
省
酪
農
研
修
生
に
よ
る
合
唱
が
披

露
さ
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、参
加
者
全
員
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
、ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
大
会
、ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の

合
唱
も
行
わ
れ
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
６
年
生
の
平
田
詩

織
さ
ん
は「
税
金
の
種
類
が
た
く
さ
ん

あ
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。今
日
は
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

新そば食べて笑顔になろう！（11月28日、大木須新そばまつり）新そば食べて笑顔になろう！（11月28日、大木須新そばまつり）新そば食べて笑顔になろう！（11月28日、大木須新そばまつり）

寄贈された本（上）とおはなし会の様子。
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11
月
21
日
、那
須
烏
山
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
の
創
立
30

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、22
組
の

親
子
を
含
む
関
係
者
90
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
前
身
は
、昭
和
40
年
代
に
烏

山
保
健
所
で
開
か
れ
て
い
た
母
子
通
園

の「
マ
ザ
ー
ス
」。そ
の
後
、旧
烏
山
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
営
と
な
り
、昭
和
55

年
に「
烏
山
地
区
心
身
障
害
児
母
子
通

園
ホ
ー
ム
」と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。平

成
11
年
か
ら
は
施
設
名
を「
烏
山
地
区

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん
ク

ラ
ブ
」と
し
、今
日
ま
で
成
長
や
発
達
に

遅
れ
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を

様
々
な
活
動
を
通
し
て
支
援
を
し
て
き

ま
し
た
。

華やか衣装での記念撮影。華やか衣装での記念撮影。

青木会長のあいさつ。

「くれよんクラブの今」を鑑賞する出席者。

パトカーを先導に車両が通過。

烏
山
地
区
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

国道293号鹿子畑バイパス
全線で開通！！

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年

　

式
典
で
は
、青
木
一夫
那
須
烏
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
「
紆
余
曲
折
あ
り

ま
し
た
。こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
諸
先
輩

方
と
、地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
る
も

の
で
す
。心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。記
念
発
表
で
は
、２
人
の

卒
園
生
が
近
況
を
報
告
。「
毎
日
楽
し
く

過
ご
し
て
い
る
。自
分
で
何
で
も
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」「
会
社
の
人
が
優
し
く

教
え
て
く
れ
分
か
り
や
す
い
。こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
働
く
」と
の
発
表
に
、会
場

か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
の
今
」と

題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
や「
岡
倉
ゆ
か
り

＆
黒
須
千
鶴
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」が
行
わ

れ
出
席
者
は
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

栃
木
県
が
、平
成
18
年
度
か

ら
工
事
を
進
め
て
い
た
国
道

293
号
鹿
子
畑
バ
イ
パ
ス
が
12

月
12
日
午
後
２
時
に
全
線
開

通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
茨
城
県

日
立
市
か
ら
足
利
市
を
結
ぶ

重
要
路
線
で
、今
回
開
通
し
た

の
は
本
市
上
川
井
地
区
か
ら

さ
く
ら
市
の
鹿
子
畑
を
結
ぶ

900
ｍ
区
間
。

　

以
前
か
ら
こ
の
区
間
は
道

　

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
の

お
お
ぎ
す
新
そ
ば
ま
つ
り
が
11
月

28
日
、大
木
須
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、市
内

外
か
ら
約
１
２
０
０
人
も
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
、新
そ
ば
を
食
べ
よ

う
と
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

名
物
の
新
そ
ば
や
紅
葉
真
っ
盛

り
の
里
山
を
地
域
の
活
性
化
に
役

立
て
よ
う
と
、木
須
川
を
愛
す
る
会

（
堀
江
恭
一
会
長
）を
中
心
に
開
催
し
て

い
る
こ
の
ま
つ
り
は
今
年
で
17
回

目
。開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
堀
江
会

長
か
ら
、「
悪
天
候
に
も
負
け
ず
豊

路
幅
が
狭
く
、歩
道
も
未
整
備
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
バ
イ
パ
ス
の
整

備
は
地
元
住
民
の
願
い
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
全
線
開
通
に
先
立
ち
、

関
係
者
約
150
人
が
出
席
し
て
開
通

式
と
通
り
始
め
式
が
開
催
さ
れ
大

谷
市
長
は「
念
願
の
バ
イ
パ
ス
が

開
通
し
ま
し
た
。安
全
・
安
心
で
円

滑
な
交
通
が
確
保
で
き
、地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

作
と
な
っ
た
新
そ
ば
を
存
分
に
堪

能
し
て
く
だ
さ
い
。今
で
は
高
齢
者

の
多
い
地
域
で
す
が
、み
な
さ
ん
の

力
で
地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、生
そ
ば
の
販
売
や
地

元
産
の
野
菜
直
売
、新
米
の
焼
き
お

に
ぎ
り
な
ど
も
販
売
さ
れ
、訪
れ
た

人
は
食
欲
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、烏
山
中
学
校
郷
土
芸
能
部
の

生
徒
12
人
が
見
事
な
お
囃
子
を
披

露
し
、盛
況
な
ま
つ
り
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

おいしそうにそばをほおばる来場者。
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●
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
11
月

11
日
、南
那
須
運
動
場
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
▽
準
優
勝
：
三
箇
上

Ｂ
▽
第
３
位
：
東
光
フ
レ
ン
ド（
向
田
）

●
第
４
回
那
須
烏
山
三
万
石
壮
年
野
球
大

会（
11
月
14
日
・
21
日
、緑
地
運
動
公
園
他
）

▽
準
優
勝
：
こ
ぶ
し
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
▽

第
３
位
：
烏
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

●
第
５
回
本
庄
市
空
手
道
選
手
権
大
会

（
11
月
28
日
、本
庄
市
総
合
公
園
体
育
館
）

【
幼
児
組
手
】▽
第
３
位
：
鈴
木
隆
央

【
小
学
３･

４
年
男
子
組
手
】▽
優
勝
：
片

岡
利
光

■
ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）と
し

て
小
清
水
日
出
夫
様
か
ら
那
須
烏
山
市

に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。市
の
自
然
環

境
や
地
域
景
観
の
保
全
の
た
め
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
本
盆
栽
協
会
那
須
烏
山
支
部（
高

野
清
志
代
表
）様
か
ら
那
須
烏
山
市
に
１

万
360
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。市
図

書
館
振
興
基
金
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

那
須
烏
山
市
で
は
、市
民
が
イ
キ
イ

キ
と
暮
ら
し
、光
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
、み
な
さ
ま
か
ら
の
力
強
い
応
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報「
那
須
烏
山
」12
月
号
20
ペ
ー

ジ「
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
●
第
23
回
か
ら

し
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」欄
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は「
▽

優
勝
：
多
々
良
サ
ト（
大
金
台
）▽
準
優

勝
：
雫
三
男（
南
大
和
久
）▽
第
３
位
：
木

島
ゆ
り
子（
三
箇
上
）」で
す
。お
詫
び
し

訂
正
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名 

（ 

保 

護 

者 

）  

住 　

所

荒
井　

斗
真（
亨・亜
紀
子
） 

神　
　

長

西
田　

雛
子（
謙
二・晃
子
） 

志　
　

鳥

吉
成　

彩
智（
孝
浩・久
美
子
） 

下 

川 

井

小
川　

来
夢（
貴
夫・喜
代
美
） 

藤　
　

田

大
島　

唯
愛（
佳
浩・裕
子
） 

志　
　

鳥

鈴
木　

夢
翔（ 

洋 

・
有
希
） 
中
央
１
丁
目

荻
野
目　

唯（ 

俊 

・朋
美
） 
南
２
丁
目

山
越　

新
太（
隼
人・淑
恵
） 
大　
　

桶

大
野　

杏
里（
孝
志・恵
美
子
） 

南
１
丁
目

桑
島　

風
花（
幸
信・美
保
） 

南
大
和
久

村
山　

蒼
空（
紀
男・美
由
紀
） 

下 

川 

井

髙
久　

琉
衣（
裕
之・恵
美
） 

旭
２
丁
目

○
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
す
。

○
山
あ
げ
祭
、長
者
ヶ
平
遺
跡
な
ど
の

伝
統
・
歴
史
文
化
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、那
須
烏
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.nasukarasuya

m
a.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
ホ
ー
ム
↓
く
ら
し
↓

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
に
関
し
て
の
問
合
せ
先

総
合
政
策
課
☎
０
２
８
７―
83―
１
１
１
２

寄
付
金
の
使
い
み
ち

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
お
願
い
し
ま
す

と
う
ま

ひ
な
こ

あ
や
と

ら
い
む

ゆ 

な
ゆ
め
とゆ

い

あ
ら
た

あ
ん
り

ふ
う
か

そ 

ら
る 

い

☎028-333-3331
地上デジタル放送受信に関する相談、受信調査の依頼は
デジタルサポートセンター栃木まで

ふるさと納税制度による寄付金税制

　寄付金のうち適用限度額（5千円）を越え
る部分について、 所得税と個人住民税を一
定限度まで控除します。

【税額控除の計算方法】
①と②の合計額を税額控除します。
①（市への寄付金－5千円）×10％
②（市への寄付金－5千円）×（90～50％）
※②については、個人住民税所得割の1割が限度額

　

市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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市の人口

※平成17年国勢調査を基にした毎月人口
　調査の統計人口です。

作品募集

文文

芸

　

◆　

一　

般　

図　

書　

◆

◇『
誇
り
』今
野　

敏

◇『
純
愛
』新
堂 

冬
樹

◇『
追
悼
者
』折
原　

一

◇『
廃
院
の
ミ
カ
エ
ル
』篠
田 
節
子

◇『
歌
舞
伎
町
セ
ブ
ン
』誉
田 

哲
也

◇『
坂
も
の
が
た
り
』藤
原 

緋
沙
子

◇『
風
の
な
か
の
櫻
香
』内
田 

康
夫

◇『
砂
の
王
国　

上
・
下
』萩
原　

浩

◇『
手
作
り
洗
剤
レ
シ
ピ
』岩
尾 

明
子

◇『
東
慶
寺
花
だ
よ
り
』井
上 

ひ
さ
し

◇『
長
い
廊
下
が
あ
る
家
』有
栖
川 

有
栖

◇『
地
の
は
て
か
ら　

上
・
下
』乃
南 

ア
サ

◇『
戦
国
を
終
わ
ら
せ
た
女
た
ち
』童
門 

冬
二

◇『
奇
縁
ま
ん
だ
ら　

続
の
２
』瀬
戸
内 

寂
聴

◇『
お
し
ゃ
れ
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
』宮
岡 

宏
会

　

◆　

児　

童　

図　

書　

◆

◇『
ふ
ゆ
ね
こ
』こ
み
ね　

ゆ
ら

◇『
さ
ら
ば
、シ
ッ
コ
ザ
ウ
ル
ス
』服
部 

千
春

◇『
ド
ラ
ゴ
ン
は
キ
ャ
プ
テ
ン
』茂
市 

久
美
子

◇『
サ
ー
カ
ス
の
し
ろ
い
う
ま
』さ
さ
め
や 

ゆ
き

◇『
は
や
お
き
ふ
っ
く
ら
パ
ン
や
さ
ん
』は
せ
が
わ 

か
こ

◇『
か
わ
う
そ
３
き
ょ
う
だ
い
の
ふ
ゆ
の
あ
さ
』あ
べ 

弘
士

◇『
オ
オ
カ
ミ
グ
ー
の
な
つ
か
し
い
ひ
み
つ
』み
や
に
し 

　

た
つ
や

◇『
糸
に
染
ま
る
季
節
』大
西 

暢
夫

◇『
青
い
一
角
の
少
年
』西
沢 

杏
子

◇『
大
ど
ろ
ぼ
う
疾
風
組
参
上
！
』岩
崎 

京
子

川　

柳　
　
　
　
　
　

篠
﨑　

酔
月　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　

小
勝　
　

明　

選

俳　

句　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

穂　

選

男　14,409　女　14,977
出生 　12　　死亡　29
転入    68　　転出　55

12月1日現在
（ ）対前月比

○みなさま新年明けましておめ
でとうございます。今年もよろ
しくお願いいたします。私の昨
年は怒涛の一年でしたので、今
年は全てにおいて余裕が欲しい
と祈願しました。特に心の余裕が
欲しいかな。旅行も行きたいな。
編集も早く終わらせたいな。（O）
○「おせちもいいけどカレーもネ
♪」でおなじみの某CMが流れて
いますが、おせち料理に飽きて
しまった私にとって食欲をそそ
るCMです。もしも、おせちに料
理に「カレー味のお餅」･「カレー
風味の伊達巻」があったら結構
美味いかも…。まずいか !? （G）
○この文を書いてる12月16日、
残業も終わり夜中に車に向かうと
ガラスが凍っていて…。あぁ、冬
だなっと実感。五里霧中で始まっ
た広報の編集も、早いもので2回
目の正月です。みなさんの新年の
目標は何ですか？僕はどんな1年
にしようか思案中です。(K）

編集後記
風
邪
ひ
く
と
何
度
言
っ
て
も
聞
か
ぬ
孫　
　

　
　
　

須
田　

孝
子（
城　

東
）

明
る
さ
に
ひ
か
れ
て
嫁
ぐ
こ
と
に
決
め

南　

美
保
子（
福　

岡
）

十
二
月
明
け
れ
ば
後
期
高
齢
者

鈴
木　

幸
子（
志　

鳥
）

も
し
か
し
て
そ
ん
な
気
が
し
て
買
う
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
　
　

吉
澤　

恒
子（
落　

合
）

黄
葉
し
て
窮
屈
さ
う
な
雑
木
山

　
　
　
　
　

中
村
佳
常
代（
田
野
倉
）

賞
状
の
透
し
の
技
や
紙
を
漉
く

　
　
　
　
　

水
井　

陽
子（　

南　

）

紙
漉
の
紙
と
な
る
ま
で
の
仔
細

　
　
　
　
　

荒
井　

浜
子（
中　

央
）

書
初
を
父
似
と
言
は
れ
父
知
ら
ず

　
　
　
　
　

佐
藤　

利
夫（
野　

上
）

久
々
の
老
友
へ
の
電
話
気
遣
へ
り
そ
の
後
の

様
子
定
か
な
ら
ね
ば

　
　

平
野　

重
男（
大　

金
）

夕
焼
が
美
し
い
ね
と
さ
庭
辺
に
吾
を
呼
び
た

る
夫
は
あ
ら
な
く

須
藤　

ヤ
ス（
志　

鳥
）

秋
深
む
山
の
気
迫
る
峠
み
ち
木
々
に
ま
つ
わ

る
蔦
の
葉
赤
し

矢
口　

玄
鳥（
大　

金
）

炬
燵
に
て
番
茶
を
汲
む
と
き
ふ
と
思
う
と
も

に
生
き
た
し
ひ
と
り
は
空
し

　
　

川
俣　

登
志
子（ 

旭 

）

南那須図書館 ☎0287-88-2748
烏山図書館 ☎0287-82-3062

毎
月
 
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
あ
て
、郵

送
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
方
法
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10

世帯数　10,020

人口 29,386（－４）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、新
着
一
覧
が
検
索
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nasukarasuyam

a.lg.jp/10,0,48.htm
l

と
あ
る
所
の
と
あ
る
話

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年

の
干
支
は「
兎
」。最
近
は
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
う
人
も
増
え
き
て
、図
書
館
に
う
さ
ぎ

に
つ
い
て
調
べ
に
来
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
飼
育
の
し
か
た
」は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、昔
話
や
童
話
に
も
よ
く
登

場
す
る
動
物
な
の
で
す
よ
。

　

さ
て
、干
支
と
い
え
ば
、ね
、う
し
、と

ら…

の
十
二
支
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
12

匹
の
動
物
達
が
選
ば
れ
、順
番
が
決
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が

こ
れ
と
い
っ
た
答
え
は
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。あ
な
た
は
ど
の
話
を
信
じ
ま

す
か
？
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
頃
の
ふ
と
し
た
疑
問
に
も
図
書
館

の
資
料
が
役
に
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
も
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

う
さ
ぎ

と 

も

き
づ
か

つ
ま

つ
た

こ
た
つ

む
な

も
み
じ

き
ゅ
う
く
つ

す
か
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編
集　

総
合
政
策
課

那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１
番
１
号 

☎
０
２
８
７
ー
83
ー
１
１
１
２

N
o.64

2011
2011..11

師走師走のイベント

いろいろ
師走師走のイベント

いろいろ

編
集

総

o.64

策
課

那
須
烏
山
市
中
央
１

総
合
政
策
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